
9月26日（水）14：00から
ふれあい横浜ホスピタル 2階 会議室

講 

師

日 時

会 場

交通のご案内

お問合わせ
ふれあい横浜ホスピタル（総務課）
☎045-681-5101
横浜市中区万代町2-3-3

ふれあい横浜ホスピタル
腎臓内科

谷藤 千暁 医師

ＪＲ関内駅南口徒歩3分、横浜市営地下鉄
伊勢佐木長者町駅徒歩3分

医学講座 参加無料参加無料

大通り公園

地下鉄 関内駅
横浜

スタジアム

首都高速

横浜公園

横浜市役所

横浜文化体育館

JR関内駅

ふれあい
横浜

ホスピタル
地下鉄
伊勢佐木
長者町駅

糖尿病性腎症ってなに？ ～正しい知識で合併症を防ぎましょう～
　糖尿病性腎症とはどのようなものか、ま
たどのような治療が必要なのかなど、基本
的なことから詳しくお話しいたします。
　簡単な測定（身長・体重・血圧・BMI）も実
施しますので、皆様ふるってご参加ください！！

次回予告
10月25日（木）14:00から
【講師】 泌尿器科　川地義雄 医師
「知って治そう、尿の悩み」

9月28日（金）14：00から日 時

会 場

医学講座 参加無料参加無料

交通のご案内

お問合わせ
康心会汐見台病院
☎045-761-3581
横浜市磯子区汐見台1-6-5

根岸線磯子駅、京急屏風浦駅よりバスで
「汐見台ストアー前」バス停下車徒歩2分

康心会汐見台病院 地下２階 会議室

京急
本線

久
良
岐
公
園

磯子駅
横須賀街道 16

屏風浦駅

屏
風
ヶ
浦
バ
イ
パ
ス

康心会
汐見台病院

汐見台交番前

介護保険制度を利用して、快適に暮らそう！ ～在宅サービスについて～
　介護保険制度は、住み慣れた地域で安
心して暮らしていくためのものです。介護
の負担を社会全体で支えるこの仕組みの
もと、「要介護」または「要支援」の認定を
受けて、在宅サービス（訪問や通所など）
を利用しませんか？講座の後に、認定の必
要条件等を含む相談会を行ないますので、
ぜひご参加を！！

講 

師

次回予告
10月下旬開催予定

康心会汐見台病院
居宅介護支援センター

谷内 和代 管理者

　

３
６
５
日
に
わ
た
っ
て
リ
ハ
ビ

リ
テ
ー
シ
ョ
ン
を
提
供
し
て
い
る

同
病
棟
で
は
、
人
工
透
析
治
療
も

並
行
し
て
行
な
う
こ
と
が
で
き
る

こ
と
か
ら
、
そ
れ
を
目
的
に
希
望

入
院
（
ま
た
は
転
院
）
す
る
リ
ハ

ビ
リ
患
者
も
多
い
と
い
い
ま
す
。

　

同
病
棟
担
当
ス
タ
ッ
フ
は
「
で

き
る
だ
け
多
く
の
患
者
さ
ま
が
、

ご
希
望
に
沿
っ
た
暮
ら
し
を
取
り

戻
せ
る
よ
う
に
、
早
期
回
復
の
た

め
の
サ
ポ
ー
ト
を
し
て
お
り
ま

す
。
当
院
で
は
外
来
透
析
治
療
も

実
施
し
て
い
る
た
め
、
退
院
後
も

治
療
が
継
続
で
き
ま
す
の
で
、
お

気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
」
と
話

し
て
い
ま
し
た
。（
取
材
協
力
／

ふ
れ
あ
い
横
浜
ホ
ス
ピ
タ
ル
回
復

期
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
病
棟
）

　

ふ
れ
あ
い
横
浜
ホ
ス
ピ
タ
ル
の

「
回
復
期
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

病
棟
」
で
は
、
今
夏
（
７
月
）
か

ら
、
ス
タ
ッ
フ
〈
医
師
・
リ
ハ
ビ

リ
テ
ー
シ
ョ
ン
専
門
職
（
理
学
療

法
士
／
作
業
療
法
士
／
言
語
聴
覚

士
）・
社
会
福
祉
士
な
ど
〉
を
拡

充
し
、
チ
ー
ム
医
療
体
制
を
整
え

て
い
ま
す
。

　

昨
年
10
月
に
「
回
復
期
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
病
棟
」
を

オ
ー
プ
ン
し
た
ふ
れ
あ
い
横
浜
ホ
ス
ピ
タ
ル
。
透
析
治
療
も

で
き
る
同
院
で
は
、
リ
ハ
ビ
リ
に
特
化
し
た
医
療
ス
タ
ッ
フ

（
専
門
の
医
師
や
理
学
療
法
士
な
ど
）
が
そ
ろ
っ
て
い
ま
す
。

ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
を
実
施
し
な
が

ら
心
身
と
も
に
回
復
さ
せ
、
自
宅

や
社
会
へ
復
帰
す
る
こ
と
を
目
的

と
し
て
い
る
専
門
病
棟
で
す
。
そ

の
た
め
、
入
院
対
象
と
な
る
疾
患

や
発
症
時
期
な
ど
に
規
定
が
あ
り

ま
す
。

　

具
体
的
な
支
援
内
容
は
、
寝
た

き
り
防
止
の
た
め
の
【
起
き
る
／

食
べ
る
／
歩
く
／
ト
イ
レ
に
行
く

／
入
浴
す
る
】
と
い
っ
た
日
常
生

活
動
作
（
Ａ
Ｄ
Ｌ
）
に
対
し
、
医

療
ス
タ
ッ
フ
が
積
極
的
に
か
か
わ

り
、症
状
の
改
善
を
は
か
り
ま
す
。

病
棟
」。
今
回
は
、
こ
の
病
棟
に

つ
い
て
説
明
し
ま
す
。

　
　
　
　

◇　

◇　

◇

　
「
回
復
期
」
と
は
、
病
気
や
怪

我
を
発
症
し
、
急
激
に
健
康
が
失

わ
れ
て
い
る
状
態
で
あ
る
「
急
性

期
」
を
脱
し
て
い
る
が
、
ま
だ
医

学
的
・
社
会
的
・
心
理
的
な
サ
ポ
ー

ト
を
必
要
と
す
る
時
期
を
指
し
ま

す
。

　
「
回
復
期
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ

ン
病
棟
」
は
、
様
々
な
得
意
分
野

を
も
つ
医
療
ス
タ
ッ
フ
が
チ
ー
ム

を
組
み
、
患
者
に
集
中
的
な
リ
ハ

　

脳
血
管
疾
患
や
、
大
腿
骨
頚
部

骨
折
な
ど
の
病
気
や
怪
我
で
急
性

期
を
脱
し
た
患
者
が
入
院
す
る

「
回
復
期
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

　

開
腹
手
術
は
お
腹
を
切
り
開
い

て
行
な
う
手
術
で
す
の
で
、
傷
跡

が
残
り
ま
す
。
そ
れ
に
対
し
て
腹

腔
鏡
手
術
で
は
、
開
腹
せ
ず
に
行

な
う
の
で
、
小
さ
な
傷
は
負
う
も

の
の
、
傷
跡
が
ほ
と
ん
ど
わ
か
ら

な
い
ぐ
ら
い
の
程
度
で
す
み
ま

す
。
さ
ら
に
手
術
時
間
は
30
分
ほ

ど
で
、
生
後
１
カ
月
の
乳
児
に
も

適
応
が
可
能
で
す
。

　

当
院
（
康
心
会
汐
見
台
病
院
）

で
は
、
小
さ
な
お
子
さ
ま
に
対
し

て
は
特
に
、
身
体
に
負
担
が
か
か

ら
な
い
よ
う
に
腹
腔
鏡
で
の
治
療

を
行
な
っ
て
い
ま
す
。
鼠
径
ヘ
ル

ニ
ア
に
限
ら
ず
、
臍さ
い
ヘ
ル
ニ
ア
や

停
留
精
巣
な
ど
の
小
児
外
科
手
術

が
必
要
な
際
は
、
当
院
が
お
力
に

な
り
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
相
談
く

だ
さ
い
」。

■
取
材
協
力
／
康
心
会
汐
見
台
病

院
☎
０
４
５・７
６
１・３
５
８
１

横
浜
市
磯
子
区
汐
見
台
１
の
６
の

５

が
あ
る
の
で
す
。

　

そ
の
た
め
、
鼠
径
ヘ
ル
ニ
ア
で

あ
る
こ
と
を
診
断
さ
れ
た
場
合
に

は
、
早
期
に
手
術
治
療
を
検
討
さ

れ
た
方
が
良
い
で
し
ょ
う
」。

【
よ
く
あ
る
相
談
②
】

　
鼠
径
ヘ
ル
ニ
ア
は
腸
の
病
気
と

聞
い
て
い
る
の
で
、
治
療
は
手
術

だ
と
思
い
、
う
ち
の
子
ど
も
は
ま

だ
幼
い
の
で
、
と
て
も
怖
が
っ
て

い
ま
す
。
傷
口
も
心
配
で
す
。

　
（
吉
澤
医
師
）「
手
術
方
法
に
は
、

開
腹
手
術
と
腹
腔
鏡
手
術
が
あ
り

ま
す
。

う
な
の
で
す
か
？

　
（
吉
澤
医
師
）「
特
に
子
ど
も
の

場
合
、『
自
然
に
治
る
こ
と
も
あ

る
』
と
一
部
で
誤
っ
て
認
識
さ
れ

て
い
る
こ
と
も
多
い
よ
う
で
す

が
、
鼠
径
ヘ
ル
ニ
ア
（
脱
腸
）
は

自
然
治
癒
は
期
待
で
き
ま
せ
ん
。

　

そ
の
ま
ま
に
し
て
お
く
と
、
重

症
化
し
て
し
ま
い
、
取
り
返
し
の

つ
か
な
い
こ
と
に
な
る
ケ
ー
ス
が

あ
り
ま
す
。
例
え
ば
、
飛
び
出
し

た
臓
器
が
壊
死
し
て
し
ま
っ
た

り
、
精
巣
や
卵
巣
を
取
ら
な
け
れ

ば
な
ら
な
く
な
っ
て
し
ま
う
こ
と

【
よ
く
あ
る
相
談
①
】

　
「
脱
だ
っ
ち
ょ
う
腸
は
放
っ
て
お
け
ば
、
自

然
に
治
る
も
の
だ
」
と
お
じ
い

ち
ゃ
ん
に
言
わ
れ
ま
し
た
。
鼠そ
け
い径

ヘ
ル
ニ
ア
は
、
脱
腸
と
同
じ
病
気

だ
と
聞
き
ま
し
た
が
、
本
当
に
そ

　

誤
っ
た
認
識
が
さ
れ
が
ち
な
「
鼠そ
け
い径

ヘ
ル
ニ
ア
」。
今
回
は
、
康
心

会
汐
見
台
病
院
の
吉
澤
穣
治
医
師
（
小
児
外
科
）
に
、
よ
く
あ
る
相
談

内
容
に
つ
い
て
ご
紹
介
い
た
だ
き
ま
し
た
。

こ
の
「
鼠
径
ヘ
ル
ニ
ア
」
が
最
も

多
く
、
大
人
と
違
っ
て
乳
児
や
幼

児
が
発
症
す
る
場
合
は
、
先
天
性

で
あ
る
こ
と
が
ほ
と
ん
ど
で
す
。

そ
の
発
症
率
は
１
～
５
％
と
さ
れ

（「
日
本
小
児
外
科
学
会
」
Ｈ
Ｐ
よ

り
）、
発
症
し
て
外
科
手
術
を
受

け
て
い
る
子
ど
も
が
１
０
０
人
中

１
～
５
人
も
い
る
と
考
え
る
と
、

思
い
の
外
、
身
近
な
病
気
と
受
け

と
め
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。

　

こ
の
病
気
が
進
行
す
る
と
、
痛

み
や
吐
き
気
な
ど
が
現
れ
ま
す
。

特
に
乳
児
の
段
階
で
は
、
ま
だ
言

葉
を
発
せ
ら
れ
な
い
た
め
、
家
族

が
風
呂
あ
が
り
に
お
腹
（
特
に

鼠
径
部
）
の
様
子
を
日
頃
か
ら

チ
ェ
ッ
ク
す
る
こ
と
が
大
切
で

す
。

　

脚
の
付
根
の
膨
ら
み
を
発
見
し

た
ら
、
乳
児
や
幼
児
の
場
合
は
特

に
放
置
せ
ず
、
重
症
化
す
る
前
に

医
療
機
関
を
受
診
し
、
大
人
が

守
っ
て
あ
げ
ま
し
ょ
う
。

う
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
一
般
的

に
は
「
脱
腸
（
だ
っ
ち
ょ
う
）」

と
い
う
呼
び
名
で
知
ら
れ
て
い
ま

す
。

　

幼
少
期
は
、
親
が
入
浴
後
の
子

ど
も
の
体
の
異
変
で
発
見
す
る
こ

と
が
多
く
、脚
の
付
根
（
鼠
径
部
）

が
膨
ら
ん
で
い
る
様
子
が
目
に
止

ま
り
、
そ
の
違
和
感
に
気
付
く
よ

う
で
す
。
ま
た
、
定
期
健
康
診
断

な
ど
で
も
発
見
さ
れ
る
ケ
ー
ス
が

多
く
あ
り
ま
す
。

小
児
で
は
１
０
０
人
に
５
人
も

　

小
児
の
外
科
手
術
の
中
で
は
、

か
ら
飛
び
出
し
て
し
ま
う
病
気
で

す
。

　

多
く
の
人
が
、「
鼠
径
ヘ
ル
ニ

ア
っ
て
一
体
何
？
」「
そ
ん
な
病

気
、
聞
い
た
こ
と
が
な
い
」
と
思

　
「
鼠
径
（
そ
け
い
）
ヘ
ル
ニ
ア
」

は
、
成
人
し
た
大
人
で
も
、
幼
い

子
ど
も
で
も
、
発
症
す
る
可
能
性

が
あ
り
ま
す
。
お
腹
に
あ
る
臓
器

（
腸
な
ど
）
が
、
本
来
あ
る
位
置

　

脱
腸
と
い
う
名
で
知
ら
れ
て
い
る
「
鼠そ
け
い径
ヘ
ル
ニ
ア
」
は
、
意
外
に
も
小
児
に

多
く
、
外
科
手
術
が
必
要
な
病
気
で
す
。
ま
だ
話
せ
な
い
乳
幼
児
で
は
、
家
族
が

腹
部
を
日
頃
か
ら
チ
ェ
ッ
ク
し
て
あ
げ
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

康心会汐見台病院 小児外科
吉澤 穣治 医師

（よしざわ じょうじ）

お風呂上がりにチェックを！お風呂上がりにチェックを！

鼠径部
（脚のつけ根）

腸
皮膚

腹膜

鼠径
ヘルニア注目！注目！

ふれあい横浜ホスピタル
      回復期リハビリテーション病棟

対 象 *：  大腿骨・骨盤・脊椎・股関節・膝関節の骨折、または手術後
脳血管疾患（脳梗塞・脳出血・くも膜下出血等）の発症、または手術後
外科手術や肺炎等の治療時で生じた筋力等の低下

　　　　膝関節の神経・筋・靭帯損傷後 など      

＊発症後の期間に規定があります。詳しくはお問い合わせを。

☎ 045-681-5101
神奈川県横浜市中区万代町 2-3-3

病床数： 36 床

リハビリテーションスタッフ

広々としたリハビリテーション室
= ふれあい横浜ホスピタルで撮影

日
本
外
科
学
会  

指
導
医
・
専
門
医

日
本
小
児
外
科
学
会  

指
導
医
・
専
門
医

日
本
内
視
鏡
外
科
学
会  

技
術
認
定
医

ふ
れ
あ
い
横
浜
ホ
ス
ピ
タ
ル
・
回
復
期
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
病
棟

　
　

在
宅
復
帰
を
徹
底
支
援

　
　
　
　
　

専
門
リ
ハ
ビ
リ
ス
タ
ッ
フ
も
拡
充

治
療
後
す
ぐ
の
自
宅
生
活
が
難
し
い
時
は

　
　
　
「
回
復
期
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
病
棟
」へ

〜
小
児
外
科 

専
門
医
に
聞
く
〜

「
ヘ
ル
ニ
ア
は
き
ち
ん
と
手
術
で
治
し
ま
し
ょ
う
」

康
心
会
汐
見
台
病
院 

吉
澤
穣
治 
医
師

　

脚
の
付
根
が
ポ
ッ
コ
リ
⁉

　
　

腸
が
飛
び
出
す「
鼠
径
ヘ
ル
ニ
ア
」か
も
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いつも誰かがそばにいる

アットホームで人気の老人ホーム
ナーシングローズヴィラ鎌倉

　有料老人ホーム「ナーシングローズヴィラ鎌倉」は、家庭
的な雰囲気が評判の小規模ホームです。豊富なメニューを揃
えたリハビリテーションも好評で、病院から理学療法士が訪
問し、入居者の希望に合わせた個別リハビリや集団リハビリ
が受けられます。　
　看護師常駐のメリットを活かした生活リ
ハビリでは、看護師が一人ひとりの日常生
活動作を評価し、必要最低限の介助をしな
がらできることは自身で行なうので、身体
機能の維持・向上が常に図れる「リハビリ
のホーム」としても話題となっています。

個別リハビリの様
子（写真･上）｡イベ
ントも温かい雰囲
気です（写真･左）。

施設見学会を開催します！
9月22日（土）～10月8日（月・祝）
時間：14:00 から 毎日 1組限定

先着申込み順

申し込み・問い合わせ
ナーシングローズヴィラ鎌倉 ☎ 0467-42-8666

住所：鎌倉市上町屋 733-1

キリトリ

キリトリ

湘南町屋駅

←湘南江の島駅 大船駅→
湘南モノレール

老健かまくら

富士塚小

三菱電機特機
システム 三菱電機

鎌倉製作所

セブンイレブン

コ
コ

ふれあい鶴見ホスピタルでふれあい鶴見ホスピタルで
看護師､リハビリ・セラピスト「職場体験」 募集中

看護師やリハビリ・セラピストに興味のある中高生を対象に、
職場体験を実施しています。

▲看護師と一緒に
患者疑似体験を行
なう高校生の様子

◀車椅子体験をす
る鶴見中学校の生
徒さん

＜体験参加校様＞
・鶴見総合高等学校　・城郷高等学校　・白山高等学校
・元石川高等学校　・鶴見中学校　・潮田中学校

＜体験の様子＞
体験当日は、病院内の多くの部署を見学、患者
としての疑似体験、看護師業務の同行体験などを
実施。とても一生懸命に取り組んでいました。参
加者のみなさんからは「今回の体験で看護師さん
の動きや患者さんへの言葉のかけ方、コミュニ
ケーションの大切さをあらためて感じました」な
どの声が寄せられています。

将来の夢に向けて考える良い機会になります！
職場体験は随時受付中です。日時、人数などは相談に
応じますので、お気軽にお問い合わせください！

申し込み・お問い合わせ
ふれあい鶴見ホスピタル

☎ 045-586-1717（担当：牛島・畑山）

い
っ
た
細
や

か
な
健
康
生

活
の
サ
ポ
ー

ト
も
行
な
っ

て
い
る
「
ソ

フ
ト
面
」
で

の
安
心
感
も
備
わ
っ
て
い
ま
す
。

実
際
に
見
て
・
感
じ
て

　

９
月
21
日
㈮
か
ら
10
月
８
日
㈪

㈷
ま
で
、
こ
の
老
人
ホ
ー
ム
で

実
際
に
出
さ
れ
て
い
る
昼
食
が

食
べ
ら
れ
る
見
学
会
が
開
催
さ

れ
ま
す
。
こ
の
機
会
に
、
実
際

に
あ
な
た
の
目
と
身
体
で
暮
ら

し
や
す
さ
を
お
確
か
め
く
だ
さ

い
。
お
申
し
込
み
は
シ
ニ
ア
ホ
テ

ル
東
戸
塚
サ
ウ
ス
ウ
イ
ン
グ
☎︎

０
１
２
０
・
３
５
・
２
２
４
０
へ
。

の
病
院
（
ふ
れ
あ
い
東
戸
塚
ホ
ス

ピ
タ
ル
）
や
老
健
（
ヒ
ル
ズ
東
戸

塚
）
な
ど
が
充
実
し
た
エ
リ
ア
。

日
々
の
診
察
な
ど
の
医
療
面
や
、

将
来
を
見
据
え
た
介
護
に
つ
い
て

も
、
安
心
感
を
も
っ
て
生
活
で
き

ま
す
。

　

居
宅
介
護
支
援
事
業
所
も
近
隣

に
あ
る
の
で
、
ケ
ア
マ
ネ
に
よ
る

適
切
な
ケ
ア
プ
ラ
ン
で
、
訪
問
介

護
や
通
所
リ
ハ
ビ
リ
、
訪
問
看
護

な
ど
と
い
っ
た
専
門
的
な
サ
ー
ビ

ス
の
提
供
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

　

介
護
ス
タ
ッ
フ
は
24
時
間

３
６
５
日
に
わ
た
っ
て
館
内
に
お

り
、
ま
た
日
中
は
看
護
師
も
常
駐

し
て
い
る
の
で
、
薬
の
管
理
と

　

住
宅
型
有
料
老
人
ホ
ー
ム
「
シ

ニ
ア
ホ
テ
ル
東
戸
塚
サ
ウ
ス
ウ
イ

ン
グ
」
で
は
、
自
宅
で
介
護
サ
ー

ビ
ス
を
受
け
る
の
と
同
じ
よ
う

に
、
介
護
保
険
（
自
己
負
担
１
～

３
割
）
を
使
っ
て
、
自
分
に
あ
っ

た
外
部
の
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
利
用

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

こ
の
老
人
ホ
ー
ム
が
あ
る
東
戸

塚
は
、「
ふ
れ
あ
い
グ
ル
ー
プ
」

　

今
は
「
自
立
」
で
も
、
将
来
「
要
介
護
５
」
に
な
っ
て
も

住
み
続
け
る
こ
と
が
可
能
な
住
宅
型
老
人
ホ
ー
ム
を
ご
存
知

で
す
か
？
元
気
な
人
も
楽
し
く
、手
厚
い
介
護
も
安
心
な「
シ

ニ
ア
ホ
テ
ル
東
戸
塚
サ
ウ
ス
ウ
イ
ン
グ
」
を
紹
介
し
ま
す
。

　

○
…
日
本
で
、
し
か
も
現
代
に

お
い
て
は
比
較
的
安
全
な
も
の
に

な
っ
て
き
た
「
出
産
」。
し
か
し
、

母
子
と
も
に
〝
絶
対
に
安
全
〟
と

い
う
こ
と
は
な
く
、「
産
む
と
い

う
行
為
に
着
目
し
が
ち
で
す
が
、

そ
れ
ま
で
の
胎
児
の
生
育
や
母
体

の
健
康
を
含
め
て
、
リ
ス
ク
を
と

も
な
う
『
お
産
』
と
い
う
も
の
に

敬
意
を
払
い
な
が
ら
、
医
師
と
し

て
専
門
的
な
サ
ポ
ー
ト
を
徹
底
し

て
い
き
た
い
で
す
」と
話
し
ま
す
。

　

○
…
ふ
れ
あ
い
横
浜
ホ
ス
ピ
タ

ル
に
着
任
し
て
か
ら
７
年
目
と

な
っ
た
今
年
、
常
勤
医
と
し
て
毎

週
月
・
土
曜
日
午
前
中
に
外
来
診

療
を
担
当
し
、そ
の
ほ
か
病
棟（
入

院
患
者
の
）
診
察
な
ど
を
精
力
的

に
行
な
っ
て
い
ま
す
。「
分
娩
ま

で
の
診
察
だ
け
で
な
く
、
分
娩
後

の
状
態
、そ
の
先
の
ご
様
子
な
ど
、

患
者
さ
ま
を
一
連
の
経
過
を
通
し

て
見
守
っ
て
い
け
る
こ
と
に
意
欲

を
感
じ
て
い
ま
す
」。
妊
娠
し
て

か
ら
出
産
後
の
間
も
な
い
時
期
ま

で
の
「
周
産
期
」
を
主
と
し
て
、

母
体
や
胎
児
に
関
わ
る
診
療
や
、

分
娩
を
担
当
し
て
い
ま
す
。

　

○
…
高
校
卒
業
後
、
入
学
し
た

の
は
東
京
学
芸
大
教
育
学
部
心
理

学
科
だ
っ
た
橋
本
医
師
。
し
か
し

「
医
療
系
施
設
で
の
研
修
で
医
学

に
興
味
を
も
ち
、
医
学
部
の
あ
る

大
学
に
再
入
学
し
ま
し
た
」。
そ

こ
で
熱
心
な
産
婦
人
科
の
教
授
と

出
会
い
、「
自
分
も
あ
あ
な
り
た

い
」
と
強
く
感
じ
ま
し
た
。「
心

理
学
で
母
子
に
係
る
領
域
を
扱
っ

た
こ
と
も
あ
り
、
小
児
科
と
産
婦

人
科
で
揺
れ
て
い
た
の
で
す
が
、

そ
の
教
授
の
姿
を
見
て
、『
産
婦

人
科
医
に
な
ろ
う
』
と
。
そ
の
こ

と
は
す
ご
く
よ
く
覚
え
て
い
ま

す
」。
慎
重
に
言
葉
を
選
び
、
思

慮
深
く
話
す
様
子
に
、
安
心
感
を

抱
き
ま
す
。

　

○
…
モ
ッ
ト
ー
は
「
丁
寧
な
診

療
」。
心
理
学
で
培
っ
た
知
識
を

活
か
し
、
患
者
の
表
情
や
言
葉
な

ど
に
も
着
目
し
て
、「
も
っ
と
話

し
た
い
様
子
で
し
た
ら
、
ゆ
と
り

を
も
っ
て
接
し
よ
う
、
な
ど
と
そ

れ
ぞ
れ
の
患
者
さ
ま
に
寄
り
添
っ

た
診
察
を
心
が
け
て
い
ま
す
」。

そ
の
診
療
ス
タ
イ
ル
か
ら
「
二
人

目
も
先
生
の
い
る
病
院
で
」
と
の

患
者
も
多
く
、「
と
て
も
嬉
し
い

言
葉
で
す
ね
」と
微
笑
み
ま
し
た
。

橋本 誠司 医師
 （はしもと せいじ）　　　　

ふれあい横浜ホスピタル
【産婦人科】

日本産科婦人科学会 産婦人科専門医

  「
二
人
目
も
先
生
に
」

　  

患
者
の
声
が
示
す
寄
り
添
う
診
療

こ
の「
人
」に
聞
く

　

Ａ
．
当
ク
リ
ニ
ッ
ク
で
は
、
随

時
、
通
所
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

施
設
の
見
学
を
受
け
付
け
て
い
ま

す
。
明
る
く
楽
し
い
雰
囲
気
の
中

で
、
実
際
の
リ
ハ
ビ
リ
を
是
非
ご

覧
く
だ
さ
い
。
詳
し
く
は
、
お
電

話
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
取
材
協
力
／
ふ
れ
あ
い
ク
リ

ニ
ッ
ク
泉

　
　
※
感
想
等
は
個
人
の
意
見
で
す
。

出
の
機
会
が
増
え
ま
す
。
こ
の
好

循
環
が
リ
ハ
ビ
リ
へ
の
意
欲
向
上

に
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。

　
Ｑ
．
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
だ

け
で
な
く
、足
湯
も
評
判
で
す
ね
。

　

Ａ
．
は
い
。
炭
酸
泉
を
使
用
し

た
足
湯
を
提
供
し
て
い
ま
す
。「
夜

寝
る
ま
で
足
が
ポ
カ
ポ
カ
し
て
、

と
て
も
気
持
ち
が
い
い
」「
足
が

軽
く
な
っ
た
気
が
す
る
」「
む
く

み
が
減
っ
た
と
思
う
」
と
、
ご
利

用
者
さ
ま
か
ら
の
声
を
い
た
だ
い

て
お
り
ま
す
。
足
の
運
び
が
悪
い

方
や
血
行
が
よ
く
な
い
方
に
は
是

非
お
試
し
い
た
だ
き
た
い
で
す
。

　
Ｑ
．
見
学
し
た
い
の
で
す
が
、

開
放
日
な
ど
あ
り
ま
す
か
？

て
い
ま
す
。

　
Ｑ
．
な
ぜ
筋
力
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

を
取
り
入
れ
て
い
る
の
で
す
か
？

　

Ａ
．
筋
力
を
向
上
さ
せ
る
こ
と

で
、
歩
行
中
の
ふ
ら
つ
き
や
姿
勢

を
改
善
さ
せ
、
さ
ら
に
腰
痛
の
緩

和
も
期
待
で
き
ま
す
。

　

特
に
腹
筋
の
筋
力
ト
レ
ー
ニ
ン

グ
は
と
て
も
重
要
で
、
集
中
し
て

行
な
っ
た
ご
利
用
者
さ
ま
の
中
に

は
、「
寝
起
き
時
な
ど
、
腰
が
痛

く
な
く
な
っ
た
」
と
お
っ
し
ゃ
っ

て
い
る
方
も
い
ま
す
。

　

痛
み
が
改
善
し
、
安
定
し
て
歩

く
こ
と
が
で
き
る
と
、
自
然
と
外

学
療
法
士
」
が
、
加
齢
に
よ
っ
て

衰
え
や
す
く
な
る【
腹
筋
】や【
足

の
筋
肉
】
に
重
点
を
お
い
た
「
筋

力
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
」
を
リ
ハ
ビ
リ

テ
ー
シ
ョ
ン
の
中
に
多
く
取
り
入

れ
て
、
ご
利
用
者
さ
ま
に
提
供
し

　

Ｑ
．
リ
ハ
ビ
リ
の
有
資
格
者
が

専
門
的
な
メ
ニ
ュ
ー
を
提
供
し
て

い
る
と
聞
き
ま
し
た
。
そ
れ
に
つ

い
て
簡
単
に
教
え
て
く
だ
さ
い
。

　

Ａ
．
当
ク
リ
ニ
ッ
ク
で
は
、
リ

ハ
ビ
リ
の
国
家
資
格
を
も
つ
「
理

　

長
後
街
道
沿
い
に
あ
る
「
ふ
れ
あ
い
ク
リ
ニ
ッ
ク
泉
」（
泉
区
中
田
南
４
の
３
の
23
）

の
通
所
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
で
は
、
理
学
療
法
士
に
よ
る
筋
力
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
中
心

と
し
た
リ
ハ
ビ
リ
に
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。
ス
タ
ッ
フ
に
お
話
を
聞
き
ま
し
た
。

入居者募集中
シニアホテル東戸塚サウスウイングでは現在、
入居者を募集しています。食事付き見学会を開
催しますので、ぜひ実際の様子をご覧ください。

居室一例（Aタイプ／ 24.8 ㎡・約 15 畳）

・洗浄機付きトイレ　・ユニットバス
・キッチン　・エアコン　・収納
・ナースコール　・テレビ端子
・電話接続端子　・カーテン

入居一時金：1,700万円～2,150万円（非課税）
管    理    費：月額 222,017 円
　　　     　（消費税込／食費込・3食×30 日分）

＜施設概要＞所在地：横浜市戸塚区上品濃 16-15/ 土地・建物の権利形態：通常借家契約 自動更新条項あり（契約期間：2037 年 7 月 9 日迄）/ 敷地面積：
6605.51㎡/延床面積：7515.79㎡（うち有料老人ホーム5422.14㎡；鉄筋コンクリート造・地上7階建）/住居の権利形態：利用権方式（返還金制度あり）/開設日：
2007 年 10 月 1日 /5 室募集（全 112 室）/ 入居一時金：1,700～3,200 万円（1人）/管理費：160,457 円～226,285 円（1人）/食費：1日 3食 30 日の場合（90食分）
61,560 円 / 入居資格：65 歳以上の自立または要支援・要介護の方 /事業主体：（有）湘南ふれあいの園 /広告有効期限：2018 年 10 月 15 日

昼食付き見学会開催！
9/21　 ～10/8金 月 祝

各日先着
３組まで

有料老人ホーム
シニアホテル東戸塚サウスウイング
0120-35-2240

横浜市戸塚区上品濃 16-15
JR 東戸塚駅西口より
シャトルバスあり

将来の不安なく、生き生きと
暮らしている様子が印象的

シニアホテル東戸塚サウスウイング

理
学
療
法
士
が
専
門
的
な
知
識
に
基
づ
き
、
リ
ハ
ビ
リ
内
容
を
提
案
し
て
い
る

ふれあいクリニック泉

☎ 045-803-3221（代）
横浜市泉区中田南 4-3-23

＊スタッフがご自宅まで送迎いた
します。対応エリア等については、
ご相談ください。

通所リハビリテーション

長後街道

地下鉄
「中田駅」

至戸塚
至藤沢

中田小学校

マクドナルド

ミニストップ
中田小学校入口
交差点

ふれあいクリニック泉

炭
酸
泉
の
心
地
よ
さ
が
人
気
の
足
湯

筋力トレーニング

立ち上がり訓練

人
気
の
東
戸
塚
エ
リ
ア
で
入
居
者
を
募
集
‼︎
　
　
住
宅
型
ホ
ー
ム
「
サ
ウ
ス
ウ
イ
ン
グ
」

　
　

ラ
ン
チ
見
学
会（　
　

  

）で

　
　
　
　
　

居
心
地
と
環
境
の
良
さ
を
実
感
！

ク
リ
ニ
ッ
ク
泉
の
通
所
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

　

リ
ハ
ビ
リ
の
プ
ロ
が
お
薦
め

　

  
ふ
ら
つ
き
・
腰
痛
に「
筋
力
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
」

各
日
限
定

３
組
ま
で

2



ふれあい横浜ホスピタルで 看護体験しませんか？
ふれあい横浜ホスピタルでは、「看護師」の
仕事に興味がある中学生・高校生・社会人を
対象とした 1日看護体験を実施しています。

主な体験内容
オリエンテーション
～施設紹介～
模擬看護体験
（白衣に着替えて実施します）

看護職員との懇談会

◇体温・脈拍・呼吸測定
◇血圧測定
　（参加者同士､または看護師と参加者で実施）

◇車椅子介助､ストレッチャー移送
◇洗髪･手浴･足浴･清拭の介助

お問い合わせ
お 申 し 込 み

ふれあい横浜ホスピタル ☎  045-681-5101
横浜市中区万代町 2-3-3（関内駅から３分） kango-yokohama@fureai-g.or.jp

担当：看護部  山岡

来
年
４
月
よ
り
「
医
療
ビ
ジ
ネ
ス
観
光
情
報
専
門
学
校
」
が

医
療
ビ
ジ
ネ
ス
観
光
福
祉
専
門
学
校

に
生
ま
れ
変
わ
り
ま
す
。

　くるみには、オメガ3脂肪酸である「α-リノレン酸」が
多く含まれています。これは体内で生成できない必須脂
肪酸のため、食物から摂取しなければなりません。認知
症の予防や記憶力・集中力の向上といった脳機能強化が
期待できます。 管理栄養士:穴田律子

くるみ豆腐
材 料（1人分）

管理栄養
士が監修

今月の絶
品ごはん

総カロリー：
866kcal／

塩分：3.7g

● くるみ 10ｇ
● くず粉 13g
● 砂糖 15g
● 塩 0.5g
● 水 90ml
● わさび 1g

ご
本
人
さ
ま
の
自
立
生
活
へ
の
サ

ポ
ー
ト
に
な
る
だ
け
で
な
く
、
ご

家
族
の
心
身
的
な
負
担
も
軽
減
で

き
る
メ
リ
ッ
ト
が
あ
り
ま
す
。

介
護
保
険
の
利
用

　

で
は
、
利
用
の
手
続
き
に
つ
い

て
で
す
が
、
多
く
の
方
が
こ
れ
に

お
困
り
に
な
ら
れ
て
い
る
よ
う
で

す
。

　

介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す

る
に
は
、
前
提
と
し
て
、
市
区
町

村
へ
申
請
し
、
さ
ら
に
『
要
支
援

認
定
』
ま
た
は
『
要
介
護
認
定
』

を
受
け
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

そ
し
て
そ
の
認
定
を
受
け
た
方

が
、作
成
さ
れ
た
『
ケ
ア
プ
ラ
ン
』

に
基
づ
き
、
サ
ー
ビ
ス
が
利
用
で

き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　

し
か
し
、
実
際
は
『
役
所
で
申

請
と
言
わ
れ
て
も
…
』
と
困
惑
さ

れ
る
方
が
多
く
、
そ
の
よ
う
な
場

合
は
当
セ
ン
タ
ー
『
汐
見
台
病
院

居
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
』
に
ご

相
談
い
た
だ
き
た
く
思
い
ま
す
。

　

安
心
し
て
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
ご

利
用
い
た
だ
け
る
よ
う
に
、
窓
口

と
し
て
、
申
請
の
代
行
や
ケ
ア
プ

ラ
ン
の
作
成
、
サ
ー
ビ
ス
事
業
者

と
の
連
絡
・
調
整
な
ど
、
介
護
保

険
を
利
用
し
た
快
適
な
暮
ら
し
の

お
手
伝
い
を
し
て
い
る
セ
ン
タ
ー

で
す
の
で
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く

だ
さ
い
。
お
待
ち
し
て
お
り
ま

す
」。

居
宅
サ
ー
ビ
ス

　

主
に
自
宅
で
受
け
る
サ
ー
ビ
ス

（
ま
た
は
自
宅
な
ど
で
受
け
ら
れ

る
サ
ー
ビ
ス
）
を
『
居
宅
サ
ー
ビ

ス
』
と
い
い
、
そ
の
サ
ー
ビ
ス
は

大
き
く
２
つ
に
分
け
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

◇
訪
問
サ
ー
ビ
ス

　

介
護
の
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
た
い

ご
利
用
者
さ
ま
が
い
る
ご
自
宅

に
、サ
ー
ビ
ス
提
供
者
が
訪
問
し
、

サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
ま
す
。

◇
通
所
サ
ー
ビ
ス

　

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
を

受
け
る
た
め
に
、
ご
利
用
者
自
ら

が
施
設
に
通
っ
て
サ
ー
ビ
ス
を
受

け
ま
す
。

◇
そ
の
他

　

生
活
環
境
を
整
え
る
た
め
の

『
福
祉
用
具
の
レ
ン
タ
ル
ま
た
は

購
入
』
な
ど
も
、
介
護
保
険
を
利

用
で
き
ま
す
（
費
用
の
１
～
３
割

を
負
担
）。
福
祉
用
具
の
使
用
は
、

ら
し
て
い
け
る
よ
う
に
、
介
護
の

負
担
を
社
会
全
体
で
支
え
る
制
度

で
す
。
介
護
に
直
面
し
た
際
に

は
、
費
用
の
一
部
を
負
担
す
る
だ

け
で
、
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
の
利

用
が
で
き
ま
す
。

　

次
に
、
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
に

つ
い
て
で
す
が
、
一
言
で
『
介
護

サ
ー
ビ
ス
』
と
い
っ
て
も
幅
広
く

あ
り
、
今
回
は
一
例
を
紹
介
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
（
谷
内
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
）「
こ

れ
か
ら
『
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
を

利
用
し
た
い
』
と
お
考
え
に
な
ら

れ
て
い
る
方
は
多
い
か
と
思
い
ま

す
。
そ
こ
で
、
そ
も
そ
も
介
護
保

険
と
は
ど
の
よ
う
な
制
度
な
の
か

を
説
明
い
た
し
ま
す
。

保
険
制
度
の
し
く
み

　

介
護
保
険
は
、
高
齢
者
な
ど
が

住
み
慣
れ
た
地
域
で
安
心
し
て
暮

　
「
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
」
に
つ
い
て
、
利
用
の
仕
方
は
も
ち
ろ
ん
、
保
険
制
度
そ
の
も

の
や
申
請
な
ど
、よ
く
わ
か
っ
て
い
な
い
人
が
多
い
よ
う
で
す
。
今
回
は
、介
護
保
険
サ
ー

ビ
ス
を
利
用
す
る
た
め
に
必
要
な
基
礎
知
識
を
紹
介
。
汐
見
台
病
院
居
宅
介
護
支
援
セ
ン

タ
ー
の
谷
内
和
代
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
に
ご
説
明
い
た
だ
き
ま
し
た
。　
　
　
（
取
材
協
力
）

て
い
ま
す
。

適
切
な
介
護
プ
ラ
ン
を

　

介
護
を
受
け
る
人
の
状
態
や
、

そ
の
家
族
・
本
人
の
要
望
、
サ
ー

ビ
ス
が
提
供
で
き
る
状
況
な
ど
、

多
角
度
か
ら
考
え
た
上
で
、【
訪

問
看
護
】【
訪
問
介
護
】【
シ
ョ
ー

ト
ス
テ
イ
】な
ど
の
サ
ー
ビ
ス
が
、

適
切
に
提
供
さ
れ
る
ケ
ア
プ
ラ
ン

を
、
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
に
作
成
依

頼
す
る
こ
と
も
可
能
で
す
。

　

ぜ
ひ
一
度
、
足
を
運
ん
で
み
て

く
だ
さ
い
。

く
な
っ
た
。
ど
う
し
よ
う
」「
介

護
保
険
を
利
用
す
る
に
は
、
ま

ず
何
か
ら
は
じ
め
れ
ば
い
い

の
？
」「
介
護
問
題
に
直
面
し
て

い
て
、
と
て
も
悩
ん
で
い
る
」
な

ど
と
い
っ
た
内
容
に
対
し
て
、
セ

ン
タ
ー
に
在
籍
す
る
ケ
ア
マ
ネ

ジ
ャ
ー
（
介
護
支
援
専
門
員
）
が
、

的
確
な
ア
ド
バ
イ
ス
や
提
案
を
し

し
ょ
う
か
？

　

こ
の
セ
ン
タ
ー
は
、
介
護
保
険

を
使
っ
て
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
受
け

た
い
人
を
支
援
し
て
い
る
施
設
で

す
。

ケ
ア
マ
ネ
が
提
案

　

具
体
的
な
事
案
を
あ
げ
る
と
、

「
父
を
介
護
し
な
く
て
は
な
ら
な

　
「
居
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
」

に
つ
い
て
、
一
体
何
を
し
て
い
る

セ
ン
タ
ー
な
の
か
と
疑
問
に
感
じ

て
い
る
人
は
多
い
の
で
は
な
い
で

オープンキャンパス

茅ヶ崎リハビリテーション専門学校
●学校見学会

9 月 22 日（土）、10 月 27 日（土）10:00~12:30
＜理学療法学科･作業療法学科＞

＜言語聴覚学科＞
9 月 22 日（土）10:00~12:00

☎ 0467-88-6611

下田看護専門学校
●学校説明会

9 月 29 日（土）13:00~16:00

●模擬授業・AO 対策講座
9 月 22 日（土）10:00～12:00

●個別相談会、指定校推薦入試直前説明会

☎ 0467-86-6011 ☎ 0558-25-2211

☎ 042-744-9711
学校説明会･オープンキャンパス･入試の詳細については各校へお問い合わせください。

医療･保健･福祉･教育の「ふれあいグループ」学校法人 湘南ふれあい学園

●入試説明会 9 月 29 日（土）10:00～12:00 ●入試体験会
10 月 27 日（土）13:00~16:00

9 月 29 日 ( 土 )10:00～12:00

茅ヶ崎看護専門学校

医療ビジネス観光情報専門学校

☎ 045-821-0115

●推薦入試対策説明会
●入試対策演習講座

湘南医療大学
9 月 22 日（土）14:00~16:00
10 月 13 日（土）

１科目コース 10:30~13:40/２科目コース 9:15~14:50

力
」「
認
知
症
ケ
ア
の
実
践
力
」「
介

護
と
医
療
の
連
携
」
な
ど
の
観
点

で
、
福
祉
現
場
に
直
結
し
た
教
育

内
容
に
刷
新
さ
れ
ま
す
。

　

医
療
ビ
ジ
ネ
ス
観
光
情
報
専
門

学
校
の
担
当
者
は
、「
本
校
で
は
、

現
代
の
超
高
齢
化
社
会
を
支
え
る

質
の
高
い
介
護
福
祉
士
を
育
成

し
、『
尊
厳
・
人
権
』
を
基
礎
に
、

社
会
で
期
待
さ
れ
て
い
る
専
門
性

を
実
践
で
き
る
力
と
、
豊
か
な
人

間
性
を
兼
ね
備
え
た
ス
ペ
シ
ャ
リ

ス
ト
を
輩
出
す
る
こ
と
で
、
社
会

貢
献
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
」
と
話
し
ま
す
。
同
校
は
医

療
・
福
祉
に
特
化
し
た
「
ふ
れ
あ

い
グ
ル
ー
プ
」に
所
属
す
る
た
め
、

在
校
生
は
多
数
の
病
院
や
施
設
で

実
習
か
ら
就
職
ま
で
多
岐
に
わ
た

る
サ
ポ
ー
ト
を
受
け
ら
れ
ま
す
。

　

オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
（
９
月

は
毎
週
㈯
）
や
学
校
説
明
会
は
随

時
実
施
中
。
詳
し
く
は
同
校
☎︎

０
４
２
・
７
４
４
・
９
７
１
１
へ
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

医
療
ビ
ジ
ネ
ス
観
光
情
報
専
門

学
校
は
、
来
年
（
２
０
１
９
年
）

４
月
か
ら
介
護
福
祉
士
養
成
校
と

し
て
「
介
護
福
祉
学
科
」
を
新
設

し
、
学
校
名
を
「
医
療
ビ
ジ
ネ
ス

観
光
福
祉
専
門
学
校
」
に
変
更
し

ま
す
。

　

国
家
資
格
で
あ
る
「
介
護
福
祉

士
」
が
創
設
さ
れ
て
か
ら
30
年
が

過
ぎ
、
介
護
福
祉
士
の
役
割
に
、

高
い
専
門
性
が
求
め
ら
れ
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
に
と
も
な

い
、
介
護
福
祉
士
養
成
校
の
カ
リ

キ
ュ
ラ
ム
も
見
直
し
が
行
な
わ

れ
、
来
年
度
は
「
チ
ー
ム
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
」「
地
域
で
支
え
る
た
め

の
実
践
力
」「
介
護
過
程
の
実
践

10
月
22
日
㈪
、
29
日
㈪
、
11
月
５

日
㈪
の
12
時
30
分
～
16
時
30
分
。

受
講
料
は
４
千
円
（
上
表
参
照
）。

　

講
座
で
は
過
去
問
題
に
チ
ャ
レ

ン
ジ
し
、
経
験
豊
富
な
講
師
が
分

か
り
や
す
く
解
説
し
ま
す
。
多
く

の
受
験
者
が
苦
手
と
す
る
科
目
に

ポ
イ
ン
ト
を
絞
っ
た
内
容
な
の

で
、
効
率
よ
く
学
習
で
き
ま
す
。

働
き
な
が
ら
国
家
試
験
合
格
を
目

指
す
方
に
是
非
お
勧
め
で
す
。

　

詳
細
は
、
ふ
れ
あ
い
医
療
福
祉

研
修
セ
ン
タ
ー
に
お
電
話
で
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

ふ
れ
あ
い
医
療
福
祉
研
修
セ
ン

タ
ー
で
は
、
２
０
１
９
年
１
月
実

施
の
国
家
試
験
「
介
護
福
祉
士
」

の
受
験
者
（
予
定
含
む
）
を
対
象

と
し
た
「
筆
記
試
験
対
策
講
座
」

を
今
秋
に
開
講
し
ま
す
。
日
時
は

介護福祉士 試験対策講座
日時

費用

申込

10 月 22 日（月）
10月 29 日（月）
11月    5 日（月）
各日 12:30～16:30
4,000 円
（3回分・テキストは別途）

ふれあい医療福祉研修センター

☎ 0467-84-0576

税込

実践的な内容が評判の同校
（住所：相模原市南区上鶴間本町 3-18-27）

点
か
ら
考
え
て
い
き
ま
す
。

▽
10
月
５
日
㈮
10
時
〜
12
時

「
が
ん
に
つ
い
て
考
え
よ
う
」

講
師
…
原
千
晶 

氏（
タ
レ
ン
ト
）

　
　
　
小
林
優
子 

准
教
授

　

子
宮
頸
が
ん
は
20
代
後
半
～
40

代
前
半
で
最
も
罹
患
率
が
高
い
病

気
で
す
。
早
期
発
見
・
治
療
で
完

治
が
期
待
で
き
る
こ
の
病
気
に
つ

い
て
、
原
千
晶
さ
ん
が
闘
病
経
験

を
語
り
ま
す
。
子
宮
が
ん
の
基
礎

知
識
に
つ
い
て
は
小
林
優
子
准
教

授
が
講
義
す
る
二
部
構
成
で
す
。

　

定
員
は
両
日
１
０
０
名
。
大
学

Ｈ
Ｐ
か
お
電
話
☎︎
０
４
５
・
８
２

１
・
０
１
０
９
で
事
前
申
込
み
を
。

　

湘
南
医
療
大
学
で
は
、
９
月
22

日
㈯
と
10
月
５
日
㈮
に
、
一
般
向

け
の
公
開
講
座
を
開
催
し
ま
す
。

▽
９
月
22
日
㈯
10
時
〜
11
時

「
本
当
は
や
め
た
い
、

　
　
　
　
で
も
や
め
ら
れ
な
い
」

あ
な
た
の
ジ
レ
ン
マ
は
解
決
で
き
る

〜
健
康
に
活
か
す
行
動
理
論
〜

講
師
…
小
林
和
彦 

教
授

　

行
動
に
は
す
べ
て
の
動
物
に
共

通
す
る
法
則
が
あ
り
、
人
間
も
そ

れ
に
よ
っ
て
制
御
さ
れ
て
い
ま

す
。
講
座
で
は
、
日
常
生
活
に
お

け
る
行
動
変
容
の
基
本
的
な
考
え

方
や
、
介
護
領
域
に
お
け
る
応
用

例
な
ど
に
つ
い
て
行
動
理
論
の
観

湘南医療大学
看護学科

小林 優子 准教授

湘南医療大学
リハビリテーション学科

小林 和彦 教授

介護サービス

市町村への申請
「要支援」または
「要介護」の認定
ケアプランの作成
　　　  が必要！！
汐見台病院居宅介護支援センター
☎045-761-3591

1

2

3
谷内和代

ケアマネジャー

居宅サービス その他（施設サービスなど）

介護保険を利用するには…介護保険を利用するには…
申請代行、ケアプラン作成、
サービス事業者との
連絡・調整 など

訪問サービス

通所サービス

居宅介護
支援センター

？

取
材
協
力
／
汐
見
台
病
院 

居
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー

介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
利
用
の
手
引
き

　

街
中
に
あ
る「
居
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
」

　
　
　

  
知
ら
ず
に
い
る
の
は
も
っ
た
い
な
い
！

介
護
福
祉
士
の
国
家
試
験
対
策
講
座

 

苦
手
な
筆
記
試
験
科
目
の
克
服
を
！

ふ
れ
あ
い
医
療
福
祉
研
修
セ
ン
タ
ー

来
春「
介
護
福
祉
学
科
」ス
タ
ー
ト

 

新
設
学
科
で
介
護
福
祉
の
プ
ロ
養
成

医
療
ビ
ジ
ネ
ス
観
光
情
報
専
門
学
校

秋
の
公
開
講
座

原
千
晶
さ
ん
が
語
る「
子
宮
が
ん
」

湘
南
医
療
大
学

3



9月26日（水）13：30～14：30

次回予告

日 時

会 場

医学講座 参加無料参加無料

10月29日（月）15:00～16：00
【講師】心臓血管外科 東館雅文 医師
「心臓ペースメーカーについて」

交通のご案内

お問合わせ
ふれあい東戸塚ホスピタル（総務課）
☎045-827-2637
横浜市戸塚区上品濃16-8

東戸塚駅西口より無料シャトルバス運行
（13時00分、15分、30分）

ふれあい東戸塚ホスピタル 2階 会議室

至 横浜

横浜新道

品濃橋

東戸塚駅

上品濃公園

湘南
医療大学

西口

ふれあい
東戸塚
ホスピタル

講 

師

ふれあい東戸塚ホスピタル
回復期リハビリテーション病棟 担当
山本 征夫 医師
日本脳神経外科 専門医

脳梗塞になってしまったら！？ ～早期のリハビリが重要！！～
　脳梗塞発症後は、体に様々な障害が
残ります。早期のリハビリを行なうことで、
以前のような日常生活をとり戻すことが
可能になります。どのようなリハビリがよい
のかを、当院のリハビリテーション病棟担
当医が分かりやすく説明します。

いろいろな頭痛 ～しつこい頭痛とどう向き合う？～

9月21日（金）13：00～14：00

次回予告

日 時

会 場

医学講座 参加無料参加無料

10月25日（木）13:00～14:00
【講師】 山中淳子 薬剤師
「ウィルスや細菌が強くなる！？ ～薬剤耐性菌とは～」

ふれあい鶴見ホスピタル 1階 会議室

ふれあい鶴見ホスピタル
神経内科（頭痛外来）
馬場 泰尚 医師
神経内科専門医・指導医

交通のご案内

お問合わせ
ふれあい鶴見ホスピタル
☎045-586-1717
横浜市鶴見区東寺尾4-4-22

JR（京浜急行）新子安駅より
無料シャトルバス運行（約5分）

ふれあい
鶴見ホスピタル

岸谷

新子安駅
首
都
高
速 京急線

子安台
公園

池
谷
戸

バス停

1

JR

　「頭痛」には、一過性のものや継続性のあ
るものまで、さまざまあります。
　今回は「いろいろな頭痛」について、帝京
大学教授で当院の神経内科（頭痛外来）を
担当している馬場泰尚医師が、分かりやす
く解説します！

講 

師

　

そ
の
他
、
就
職
や
進
学
で
必
要

と
な
る
「
健
康
診
断
」
や
、
企
業

向
け
の
「
定
期
健
康
診
断
」、
採

用
時
「
健
康
診
断
」
な
ど
も
実
施
。

ど
の
健
診
で
も
、
必
ず
予
約
が
必

要
で
す
。
詳
細
は
、
東
戸
塚
ホ
ス

ピ
タ
ル
へ
お
問
合
わ
せ
下
さ
い
。

◇
が
ん
の
検
査
＊
＊

　
・
胃
が
ん
検
診

　
・
大
腸
が
ん
検
診

　
・
前
立
腺
が
ん
検
診

　
　
　
　
　
　

  

＊
＊
横
浜
市
各
種
が
ん
検
診

◇
生
活
習
慣
病
の
検
査
＊

　
・
横
浜
市
国
民
健
康
保
険

　
　
　
　
特
定
健
康
診
査

　
・
横
浜
市
国
民
健
康
保
険

　
　
　
　
後
期
高
齢
者
健
康
診
査

　
・
社
会
保
険

　
　
　
　
特
定
健
康
診
査

　
　
　
　
　

  

＊
費
用
負
担
な
し
の
も
の
を
紹
介

　

ふ
れ
あ
い
東
戸
塚
ホ
ス
ピ
タ
ル
で
受
診
で
き
る
健
康
診

断
の
種
類
を
紹
介
し
ま
す
。
個
人
向
け
か
ら
企
業
向
け
、

自
己
負
担
な
し
、
な
ど
幅
広
く
設
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
（
内
臓

脂
肪
症
候
群
）」
で
あ
る
可
能
性

が
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド

ロ
ー
ム
と
は【
内
臓
脂
肪
型
肥
満
】

に
加
え
て
、【
糖
尿
病
】【
高
血
圧

症
】【
脂
質
異
常
症
】
な
ど
の
危

険
因
子
を
２
つ
以
上
併
せ
も
っ
た

状
態
で
す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
症
状
が

軽
度
で
あ
り
、
個
々
に
病
気
診
断

を
さ
れ
て
い
な
く
て
も
、
こ
の
危

険
因
子
を
重
ね
も
つ
こ
と
で
、
脳

や
心
臓
の
疾
患
リ
ス
ク
が
何
倍
に

も
上
が
り
ま
す
。

　

メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム

（
予
備
軍
を
含
む
）
は
国
内
で
問

題
視
さ
れ
、
40
歳
以
上
が
特
に
多

い
で
す
。
日
本
で
は
健
診
を
軽
く

考
え
が
ち
で
す
が
、
専
門
的
な
健

康
チ
ェ
ッ
ク
（
健
診
）
は
と
て
も

大
切
な
の
で
す
。

【
糖
尿
病
】【
高
血
圧
症
】【
脂
質

異
常
症
】
な
ど
を
指
し
ま
す
。

　

生
活
習
慣
病
は
、
初
期
段
階
に

自
覚
症
状
が
な
い
こ
と
が
多
く
、

気
付
い
た
時
に
は
既
に
進
行
し
て

し
ま
っ
て
い
る
ケ
ー
ス
が
た
く
さ

ん
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
生
活

習
慣
病
の
予
防
に
は
、
定

期
的
な
健
康
診
断
で
自
身

の
健
康
状
態
を
把
握
す
る

こ
と
が
、
最
も
優
れ
た
方

法
と
い
え
ま
す
。

危
険
因
子
並
存
で
メ
タ
ボ

　

そ
し
て
、
そ
の
生
活
習

慣
病
と
「
肥
満
」
は
密
接

な
関
係
が
あ
り
ま
す
。
特

に
内
臓
脂
肪
が
過
剰
な

【
内
臓
脂
肪
型
肥
満
】
は
、

生
活
習
慣
病
の
発
症
リ
ス

ク
が
極
め
て
高
い
「
メ
タ

自
覚
で
き
な
い
症
状
だ
か
ら

　
「
生
活
習
慣
病
」
は
、
外
食
な

ど
の
偏
っ
た
食
生
活
や
、
睡
眠
・

運
動
不
足
、
喫
煙
や
ス
ト
レ
ス
な

ど
が
原
因
と
な
っ
て
い
る
病
気
の

こ
と
を
い
い
ま
す
。具
体
的
に
は
、

▽
脳
血
管
障
害
▽
頭
部
外
傷
▽
関

節
痛
▽
リ
ウ
マ
チ
▽
脊
髄
損
傷
▽

四
肢
切
断
▽
神
経
疾
患 

等

　
　
　

＊　
　

＊　
　

＊

も
の
忘
れ
外
来
／
脳
神
経
外
科

　

正
常
加
齢
と
病
的
認
知
症
初
期

段
階
を
判
別
す
る
検
査
を
実
施
し

て
い
ま
す
。
ま
た
、
間
違
え
ら
れ

や
す
い
水
頭
症
／
慢
性
硬
膜
下
血

腫
／
う
つ
病
／
甲
状
腺
機
能
低
下

症
な
ど
と
の
判
別
も
、
脳
神
経
外

科
の
専
門
的
な
視
点
で
診
断
す
る

特
徴
あ
る
外
来
で
す
。

　
　
　

＊　
　

＊　
　

＊

軽
度
認
知
障
害
（
Ｍ
Ｃ
Ｉ
）
検
査

　

Ｍ
Ｃ
Ｉ
の
兆
候
を
血
液
で
早
期

発
見
す
る
検
査
で
、
バ
イ
オ
マ
ー

カ
ー
を
用
い
て
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー

病
の
原
因
物
質
で
あ
る
ア
ミ
ロ
イ

ド
β
ペ
プ
チ
ド
の
蓄
積
を
間
接
的

に
評
価
し
、
軽
度
認
知
障
害
の
リ

ス
ク
を
判
定
し
ま
す
。

【
問
合
せ
】ふ
れ
あ
い
鶴
見
ホ
ス
ピ
タ

ル
☎
０
４
５・５
８
６・１
７
１
７

　
　
　

＊　
　

＊　
　

＊

頭
痛
外
来
／
神
経
内
科

　

中
枢
神
経
（
脳
・
脊
髄
）
の
異

常
や
、
末
梢
神
経
ま
た
は
筋
肉
の

異
常
に
と
も
な
う
症
状
を
診
察

し
、
治
療
す
る
専
門
外
来
を
設
置

し
て
い
ま
す
。

▽
頭
痛
▽
判
断
力
低
下
▽
今
ま

で
し
て
い
た
こ
と
が
で
き
な
い

▽
体
の
異
常
な
運
動
▽
歩
行
障

害
▽
筋
力
低
下
や
麻
痺
▽
呂
律

障
害
▽
感
覚
障
害
（
し
び
れ
）
等

　
　
　

＊　
　

＊　
　

＊

脳
神
経
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
外
来

　

運
動
機
能
の
低
下
や
生
活
上
で

困
難
が
あ
る
疾
患
の
診
察
の
ほ

か
、外
出
や
自
宅
で
の
機
能
訓
練
・

生
活
環
境
に
係
る
助
言
、
福
祉
用

具
の
活
用
な
ど
も
提
案
し
ま
す
。

を
検
査
し
ま
す
。

▽
脳
ド
ッ
ク
〈
Ａ
コ
ー
ス
〉

　

同
院
の
脳
簡
易
検
査
コ
ー
ス
に

採
血
・
超
音
波
検
査
を
加
え
た
も

の
で
、「
日
本
脳
ド
ッ
ク
学
会 

脳

ド
ッ
ク
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
に
ほ
ぼ

準
拠
し
た
内
容
で
す
。
よ
り
詳
し

く
調
べ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

▽
脳
ド
ッ
ク
〈
Ｂ
コ
ー
ス
〉

　

同
院
の
脳
ド
ッ
ク
・
Ａ
コ
ー
ス

に
認
知
症
の
検
査
を
組
み
込
ん
だ

オ
リ
ジ
ナ
ル
の
ド
ッ
ク
で
す
。
も

の
忘
れ
が
心
配
な
人
向
け
で
す
。

脳
ド
ッ
ク

▽
脳
簡
易
検
査
コ
ー
ス（
約
30
分
）

　

一
般
的
な
Ｍ
Ｒ
Ｉ
と
Ｍ
Ｒ
Ａ
を

組
み
合
わ
せ
、
動
脈
硬
化
症
の
変

化
・
微
小
梗
塞
・
微
小
出
血
な
ど

　

脳
の
表
面
近
く
に
あ
る
〝
ク
モ

の
巣
〟
の
よ
う
に
う
す
い
膜
の
す

ぐ
下
を
通
る
太
い
脳
動
脈
が
、
破

れ
て
出
血
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　

◇　

　

脳
卒
中
は
「
発
症
し
て
か
ら
」

の
治
療
で
は
遅
く
、「
発
症
前
の

予
防
」
が
重
要
で
す
。

　

脳
卒
中
が
起
き
る
危
険
性
を
専

門
的
に
検
査
す
る
の
が
「
脳
ド
ッ

ク
」で
す
。
脳
ド
ッ
ク
の
結
果
を
、

生
活
習
慣
の
改
善
に
活
か
し
て
、

脳
卒
中
の
予
防
に
つ
な
げ
ま
し
ょ

う
。

悪
化
し
、
脳
に
供
給
さ
れ
る
は
ず

の
酸
素
や
栄
養
が
不
足
し
て
、
脳

の
組
織
が
部
分
的
に
死
ん
で
し
ま

う
状
態
で
す
。

脳
出
血
と
は

　

脳
に
酸
素
や
栄
養
を
運
ぶ
血
管

（
深
部
に
な
る
ほ
ど
細
い
）
が
、

高
血
圧
や
老
化
の
影
響
で
弾
力
を

失
い
、
弱
ま
っ
た
と
こ
ろ
に
強
い

血
圧
が
加
わ
る
と
、
血
管
の
一
部

が
小
さ
く
膨
ら
む
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
そ
こ
で
さ
ら
に
強
い
血
圧
が

か
か
る
と
、
血
管
は
破
れ
て
出
血

し
ま
す
。
こ
れ
が
脳
出
血
で
す
。

　

脳
の
深
部
が
破
壊
さ
れ
る
た

め
、
死
に
至
る
ケ
ー
ス
が
多
く
、

大
き
な
後
遺
症
が
残
り
ま
す
。

く
も
膜
下
出
血
と
は

脳
梗
塞
と
は

　

脳
の
血
管
が
詰
ま
っ
た
り
、
血

管
が
と
て
も
細
く
な
っ
て
血
流
が

　

脳
卒
中
（
脳
梗
塞
／
脳
出
血
／

く
も
膜
下
出
血
）
は
、
が
ん
や
心

臓
病
と
並
び
、「
三
大
生
活
習
慣

病
」
の
一
つ
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

発
症
し
て
か
ら
で
は
遅
い「
脳
卒
中
」。
予
防
に
脳
ド
ッ

ク
を
活
用
し
ま
し
ょ
う
。
肥
満
・
高
血
圧
・
糖
尿
病
な
ど

を
抱
え
る
人
は
、
積
極
的
に
検
査
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

脳卒中の種類

くも膜

くも膜下
出血

脳動脈が切れ
膜の下で出血

脳出血
血管が破れて
出血

脳梗塞
血管が詰まる

脳卒中の危険因子（肥満・高血圧・糖尿病・喫煙歴・
飲酒歴など）も調べ、頚動脈超音波検査や血液検査、
心電図検査を併用して専門医が総合的に診断する。

脳や頭頚部をMRIで検査

脳動脈瘤
（３mm以上）

脳萎縮 微小出血
動脈硬化性変化
無症候性脳梗塞

脳ドックとは？
MRI

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0 60.0

60.2

51.8

38.9

29.7

19.7

29.8

20.5

18.0

10.8

1.0

3.8

56.0

（％）

（年齢）

※厚生労働省「平成27年 国民健康・栄養調査報告」資料より

70代以上
60代
50代
40代
30代
20代

メタボ（予備群含む）の年齢層別グラフ
女性 男性

特定健康診査
一般健診

採用（進学）時健診
各種がん検診
（胃・大腸・前立腺）

〈企業向け〉社員定期健診

後期高齢者健康診査

ご予約　 ☎０４５-８２７-２６３７

健康診断は
ふれあい東戸塚ホスピタルで！

自分の
身体を採点
しましょう！

石井 映幸 副院長
（脳神経外科専門医）

土屋 喜照 医師
（外来 医長）

　

ふ
れ
あ
い
鶴
見
ホ
ス
ピ
タ
ル
で
は
、
脳
神
経
外
科
医
・
神

経
内
科
医
・
リ
ハ
ビ
リ
専
門
医
が
連
携
し
て
「
脳
神
経
系
疾

患
」
の
診
療
に
重
点
を
お
い
て
い
ま
す
。
今
回
は
、
同
院
が

実
施
し
て
い
る
専
門
的
な
検
査
や
外
来
を
紹
介
し
ま
す
。

鶴見ホスピタル 脳神経外科担当医

◇
35
歳
ま
た
は
40
歳
以
上

　
・
一
般
健
診
Ａ

　
     

（
一
般
的
な
も
の
の
他
、心
電
図
・
血
液
検
査
）

　
・
一
般
健
診
Ｂ

　

    

（
血
圧
な
ど
一
般
的
な
も
の
）

ふ
れ
あ
い
東
戸
塚
ホ
ス
ピ
タ
ル 

健
康
診
断
（
一
部
を
紹
介
）

あ
な
た
の
身
体
は
何
点
？
健
診
で
チ
ェ
ッ
ク
！

ふ
れ
あ
い
東
戸
塚
ホ
ス
ピ
タ
ル（
取
材
協
力
）

気
付
か
ぬ
う
ち
に
忍
び
寄
る「
生
活
習
慣
病
」

ふ
れ
あ
い
鶴
見
ホ
ス
ピ
タ
ル
（
取
材
協
力
）

脳
の
病
気
に
特
化
し
た
外
来
や
検
査
を
実
施

　
　

脳
卒
中
は
予
防
が
将
来
を
左
右
す
る
！
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